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最
近
、
気
に
な
る
言
葉
に
「
タ

イ
パ
」
が
あ
る
。
「
タ
イ
ム
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
の
略
語
だ
。

似
た
語
に
「
コ
ス
パ
」
も
あ
る
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が
、
と
も
に
、
自
分
が
費
や
し
た
「
時

間
」
や
「
価
格
」
が
、
効
率
的
な
利

の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、
そ

の
満
足
度
を
表
す
。
物
価
高
の
今
、

「
コ
ス
パ
」
に
意
識
が
向
く
の
は
必

然
で
あ
り
、「
賢
い
消
費
者
」
で
あ
ろ

う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
重
視
す
る
の

は
う
な
ず
け
る
。
し
か
し
、「
タ
イ
パ
」

に
関
し
て
は
複
雑
な
気
分
に
な
っ
て

し
ま
う
▼
「
時
は
金
な
り
」
の
格
言

を
引
く
ま
で
も
な
く
、
時
間
の
価
値

は
計
り
知
れ
な
い
。
「
取
り
戻
せ
な

い
」
と
い
う
性
質
も
、
そ
の
希
少
さ

を
高
め
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
誰
に
も

等
し
く
与
え
ら
れ
た
一
日
２
４
時
間

で
、
何
を
為
し
、
何
を
手
に
入
れ
る

か
と
い
う
タ
イ
パ
的
思
考
も
生
ま
れ

る
の
だ
ろ
う
▼
加
え
て
現
代
の
Ｉ
Ｔ

技
術
は
、
我
々
を
豊
富
す
ぎ
る
情
報

の
海
に
放
り
込
み
、
瞬
時
に
取
捨
す

る
こ
と
を
迫
る
。
こ
う
し
て
今
や
、

「
タ
イ
パ
」
は
、
世
代
を
問
わ
な
い

テ
ー
マ
と
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。「
タ
イ
パ
」
重
視
の
代
表
的

世
代
が
Ｚ
世
代
（
１
９
９
５
〜
２
０

１
０
年
生
ま
れ
）
だ
と
は
限
ら
な
く

な
っ
た
の
だ
▼
と
は
い
え
、
映
像
コ

ン
テ
ン
ツ
の
倍
速
視
聴
や
、
十
秒
毎

の
飛
ば
し
視
聴
と
い
う
、
特
に
Ｚ
世

代
が
得
意
と
す
る
視
聴
ス
タ
イ
ル
が

一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
事
態
に
は

驚
き
を
禁
じ
え
な
い
。
そ
こ
で
は
、

セ
リ
フ
が
介
在
し
な
い
演
出
は
無
駄

な
の
か
。
必
要
は
、
短
時
間
で
得
ら

れ
る
「
分
か
り
や
す
さ
」
だ
け
な
の

か
▼
ふ
と
思
う
。
Ｚ
世
代
も
「
冬
ソ

ナ
」
の
映
像
美
が
象
徴
す
る
、
言
葉

を
超
越
し
た
表
現
に
、
親
共
々
心
酔

し
な
が
ら
育
っ
た
世
代
で
は
な
か
っ

た
か
と
。
も
は
や
あ
の
時
間
は
過
ぎ

去
り
し
日
々
な
の
か
。
親
世
代
と
し

て
感
傷
に
浸
る
自
分
が
い
る
。（
江
） 
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中
国
５
県
の
日
本
共
産
党

は
１
５
、
１
６
の
両
日
、
小

選
挙
区
予
定
候
補
や
地
方
議

員
を
先
頭
に
各
地
で
い
っ
せ

い
宣
伝
に
取
り
組
み
、
悪
政

を
進
め
る
岸
田
自
公
政
治
の

転
換
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

松
江
市
で
は
１
５
日
、
む

ら
ほ
え
り
こ
衆
院
島
根
１
区

予
定
候
補
、
尾
村
利
成
、
大

国
陽
介
の
両
県
議
、
舟
木
健

治
市
議
、
岩
田
剛
東
部
地
区

委
員
長
が
商
店
街
前
で
宣
伝

し
ま
し
た
。 

む
ら
ほ
氏
は
、
第
２
次
岸

田
再
改
造
内
閣
に
つ
い
て
、

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
も
、
汚
染

水
で
も
、
４
３
兆
円
の
大
軍

拡
で
も
、
多
く
の
批
判
が
あ

る
の
に
、
聞
く
耳
を
持
た
ず

説
明
も
せ
ず
、
強
権
政
治
を

す
す
め
る
岸
田
首
相
の
政
治

姿
勢
を
批
判
。「
内
閣
の
顔
ぶ

れ
が
変
わ
っ
て
も
問
題
の
解

決
に
は
な
ら
ず
、
政
治
の
中

工
は
中
電
の
願
望
、
希
望
的

観
測
で
不
確
実
」
と
述
べ
、

「
今
回
の
変
更
願
い
は
絵
空

事
で
、
廃
炉
計
画
に
実
効
性

は
な
い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。 

 

中
電
の
中
川
社
長
が
「
島

根
原
発
２
号
機
の
早
期
稼
働

を
め
ざ
す
」
と
述
べ
た
こ
と

に
対
し
、
尾
村
県
議
は
「
自

分
が
生
み
出
す
核
廃
棄
物
の

後
始
末
が
で
き
な
い
原
発
は

完
成
し
た
技
術
で
は
な
い
。

原
発
を
動
か
す
限
り
、
核
の

ご
み
は
増
え
続
け
る
。
こ
れ

以
上
、
危
険
な
核
の
ご
み
を

増
や
し
続
け
、
将
来
の
世
代

に
押
し
付
け
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
」
と
力
説
し
ま
し
た
。 

宣伝する（左から）岩田、舟木、むらほ、尾村、大国各氏（松江市） 

総選挙躍進へ党の風を吹かす向田聡市議（安来市） 

 

中
国
電
力
が
島
根
原
発

１
号
機
の
廃
炉
作
業
の
完
了

時
期
を
延
期
す
る
「
廃
止
措

置
計
画
変
更
願
い
」
を
県
に

提
出
し
た
こ
と
を
受
け
、
県

議
会
の
防
災
地
域
建
設
委
員

会
が
７
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
参
考
人
招
致
さ
れ
た
中

電
の
中
川
賢
剛
代
表
取
締
役

社
長
、
同
島
根
原
子
力
本
部

の
長
谷
川
千
晃
本
部
長
ら
が

廃
止
措
置
計
画
の
概
要
を
説

明
し
ま
し
た
。 

 

質
疑
で
は
、
同
委
員
で
日

本
共
産
党
の
尾
村
利
成
県
議

が
、
今
回
の
変
更
は
「
使
用

済
み
核
燃
料
の
処
理
・
処
分
が

で
き
な
い
た
め
の
も
の
」
と
指

摘
。 中

電
が
説
明
で
、
「
六
ケ
所

再
処
理
工
場
は
２
０
２
４
年

度
上
期
に
は
竣
工
す
る
」
と
強

弁
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
再
処

理
工
場
は
、
完
成
時
期
が
２
６

回
も
延
期
さ
れ
、
世
界
各
地
の

再
処
理
工
場
で
は
爆
発
事
故

な
ど
が
相
次
ぎ
、
工
程
自
体
、

確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
使
用
済

み
燃
料
を
再
処
理
す
る
技
術

は
未
確
立
」
と
強
調
し
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
「
再
処
理
工
場
の
竣

身
を
変
え
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

尾
村
県
議
は
、
中
国
電
力

が
島
根
原
発
２
号
機
（
松
江

市
）
を
来
年
８
月
に
再
稼
働

す
る
と
発
表
（
１
１
日
）
し

た
こ
と
に
ふ
れ
、「
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
は
破
た
ん
し
て
い

る
。
２
号
機
再
稼
働
な
ど
論

外
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

中
国
電
力
は
、
８
月
２
日
、

山
口
県
上
関
町
に
対
し
て
、

使
用
済
み
核
燃
料
を
一
時
保

管
す
る
中
間
貯
蔵
施
設
の
設

置
に
係
る
検
討
を
進
め
る
こ

と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
上
関
町
の
西
哲

夫
町
長
は
８
月
１
８
日
に
開

か
れ
た
臨
時
町
議
会
で
建
設

に
向
け
た
地
質
な
ど
の
調
査

を
受
け
入
れ
る
考
え
を
表
明

し
ま
し
た
。
調
査
は
関
西
電

力
と
共
同
で
実
施
さ
れ
、
実

際
に
建
設
さ
れ
れ
ば
全
国
で

２
カ
所
目
に
な
り
ま
す
。 

原
発
を
稼
働
す
れ
ば
、
使

用
済
み
核
燃
料
の
貯
蔵
プ
ー

ル
は
あ
ふ
れ
出
し
、
再
処
理
を

す
れ
ば
、
使
う
当
て
の
な
い
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
が
た
ま
り
続
け
、

処
理
方
法
の
な
い
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
は
増
え
続
け

て
し
ま
い
ま
す
。
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
は
夢
の
サ
イ
ク
ル
で
は

な
く
、
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
で
あ

り
、
原
発
推
進
路
線
は
あ
ら
ゆ

る
面
で
行
き
詰
ま
り
、
八
方
塞

が
り
の
状
況
で
す
。 

こ
う
し
た
中
、
日
本
共
産
党

国
会
議
員
団
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

事
務
所
が
１
０
月
８
日
に
「
原

発
問
題
学
習
・
交
流
会
」
を
企

画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
視
聴
く

だ
さ
い
。（
左
記
参
照
） 
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YouTube から視聴できます。 

https://youtube.com/live/Gq2miPCGsc 

●島根 県議会議員 尾村 利成 

●山口 平生町議  赤松 義生 


